
国から交付される運営費交付金は、毎年削減される仕組みになっており、法人化当初の平成16年度と比較
すると89億円も削減されています。

このため、経営の効率化を図り、外部資金等の自己収入の増収策を講じる必要があります。

※各年度に交付された金額であり、前年度の繰越額等を含む決算報告書の運営費交付金収入（P4）や業務の進行度に応じ計上さ
れる損益計算書上の運営費交付金収益（P13）とは一致しません。

※H28から運営費交付金の各名称が変更されております。
※各金額は単位未満を切り捨てているため、計は一致しない場合があります。

学業優秀でありながら、経済的に恵まれた環境にない学生に対しては、入学料及び授業料の全額または一部
を免除する制度があります。

国からの支援もあり、平成29年度も引き続き、免除枠を拡大しました。

89億円の減

H16 H24 H25 H26 H27

運営費交付金交付額の推移（単位：億円）

H28 H29

384

303 299 315 310 314 311

65

一般運営費
交付金

特別経費等

基幹運営費交付金

機能強化経費等68 64 55 71
49 49

449

372 363 370 382
364 360

500

450

400

350

300

250

200

収入減少傾向

免除枠拡大

H19 H25 H26 H27 H28 H29

103
95 95 94 94 95

6.06.0

9.2 9.2
9.6

10.3 10.3

104

102

100

98

96

94

92

90

12

11

10

9

8

7

6

5

学生納付金収入の推移（単位：億円） 免除額の推移（単位：億円）

収入内訳の推移

ポイント  １ 運営費交付金は毎年削減

ポイント  ２ 学生納付金収入は免除制度の拡充により減少傾向
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大学病院の経営努力により病院収入は増加しています

外部資金の獲得拡大に取り組んでいます

収入内訳の推移
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大学病院は、医療人材を養成し、高度医療の提供や、新治療法の研究開発を通じ、安心安全な国民生活を実
現する使命を負っており、利益のみを追求しているわけではありません。

北大病院は、これらの使命を着実に果たしつつ、保有資産（診療機器等）の見直しによる経費の削減、手術
件数の増や病床稼働率の向上による増収など、様々な経営努力を行っています。

国立大学の事業拡大のためには、民間等の資金を受入れて研究等を行う外部資金の獲得が重要となります。
北大においても、研究者が企業等にシーズの発表を行う説明会を開催する等、外部資金の獲得拡大に取り組ん
でいます。

※各年度に受入した金額であり、前年度の繰越額等を含む決算報告書の外部資金収入（P４）とは一致しません。

ポイント  ３

ポイント  ４
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